
議長記者会見（第４３回）会見録 

 

日時：令和４年９月２８日（水） 

午後２時から   

場所：石川県議会議事堂     

 議長応接室       

 

会見を行う石田議長（右）と不破副議長（左） 

 

 

それでは、今定例会を終えて、所感を少し述べさせていただきます。 

この夏は、前線の停滞により、県内各地で大雨が相次ぎ、河川の氾濫や浸水被害、土砂災

害等が発生し、大きな被害をもたらしました。 

被害に遭われた皆様方に対して、心からお見舞いを申し上げますとともに、復旧に尽力さ

れておりますボランティアや関係者の皆様方に心より敬意を表します。 

とりわけ、先月４日の加賀地方を中心とした大雨は、記録的な豪雨となり、梯川等の河川

が氾濫し、重軽傷者７名の人的被害、約１,５００棟の住宅被害のほか、河川や道路などの

公共土木施設、農地・農業用施設、林道等に甚大な被害が発生しました。 

 我々議会としても、被災者の皆様方の再建支援と、災害復旧に向けた施策が、しっかりと

実行できるよう、知事・執行部と連携を図りながら、全力で取り組んでいく所存です。 



次に、今定例会を振り返ってであります。 

今ほどもお話ししましたように、相次ぐ大雨により甚大な被害が発生したことから、今議

会でも、被害の状況と再建支援、災害復旧の進め方、土砂災害対策、流域治水対策など、防

災・減災対策に関連した多くの質問がありました。 

また、今週の日曜日には県の総合防災訓練が実施され、私も視察いたしましたが、今年は

川北町での開催であり、大雨も想定した内容となっており、こうした災害の発生に備え、緊

急時の体制を整え、実際の行動を想定した訓練が大切だと、改めて実感したところでありま

す。 

また、こうした大雨などの異常気象の原因である地球温暖化に関連して、本県のカーボン

ニュートラルの取組などについての質問もありました。 

さらに、新型コロナウイルス感染症対策については、感染者数全数把握の見直し、医療従

事者等の負担軽減、在宅療養への対応など、また、コロナ禍や物価高騰等により、厳しい状

況にある事業者や、肥料・飼料価格の高騰で経営に多大な影響を受ける農業・畜産業への支

援などの質問がありました。 

ほかにも、並行在来線や白山総合車両所など新幹線に関連するものや、成長戦略、知事公

舎の利活用、学校教育や少子化対策についてなど、多岐に渡り議論がなされました。 

執行部においては、今定例会での議員からの質問の趣旨を踏まえた上で、施策の実行に取

り組んでいただくとともに、県議会としても、引き続き、防災・減災対策をはじめとした様々

な施策が、機を逸することなく実行できるよう、県民の安全と安心な生活に向けて、全力で

取り組んでいきたいと考えております。 

また、今定例会中に可決された意見書についてでありますが、「意見書等調整会議」にお

きまして、調整等された結果、各会派から提案のあった７件の意見書のうち、「令和４年８

月の大雨による災害対策に関する意見書」など３件が可決されました。 

可決された意見書３件については、議会としていずれも国へ要望するものであり、国会及

び関係行政庁へ提出することとしております。 

次に、「ふれあい親子県議会教室」の結果報告についてであります。 

今年は３年ぶりの開催となりましたが、募集定員を上回る多くの方に応募いただき、先月

９日、１０日に開催いたしました。 

今年度は、４９組の親子に参加いただき、参加した皆さんには、とても好評であったと聞

いており、大変良かったと思います。 

次に、「いしかわ子ども総合条例」の改正についてであります。 

県議会では、有害情報へのアクセスやネットいじめなどの携帯電話利用に伴う弊害から

子どもを守る目的で、平成２１年６月に、いしかわ子ども総合条例の一部を改正し、青少年

の携帯電話の利用制限等に係る事項を規定しました。 

しかし、その後、青少年のスマートフォン所持率や利用の増加、小中学校でのＧＩＧＡス

クール構想によるＩＣＴ教育の推進により、青少年を取り巻くデジタル環境が大きく変化



したため、見直しに向け、昨年６月から政策調査会等での協議に加え、研修会や現地調査も

実施して、関係者、有識者、県民の声を広く聞き、議論を重ねた上で、先日、最終案を決定

し、本日、全会一致で可決されたところであります。 

議会としても、改正内容について、しっかりと情報発信を進めていきたいと考えておりま

す。 

最後に、「故 安倍晋三 国葬儀」への出席についてであります。 

去る７月８日、元内閣総理大臣安倍晋三氏がご逝去されました。 

先日、岸田総理から国葬儀の私宛て案内状をいただきましたので、昨日２７日、国葬儀に

参列いたしました。 

安倍晋三氏は、歴代最長の期間、内閣総理大臣の任を担い、内政・外交で大きな実績を残

されました。改めて、故安倍晋三氏のご冥福をお祈りするとともに、ご遺族の方々にお悔や

みを申し上げます。 

 私からは、以上であります。 

 

 

＜質疑応答＞ 

 

記者 

知事の答弁についてですが、代表質問の時に発言が長すぎるということがあったと思

うのですが、そのあとは６月議会と比べても、ご自身の言葉というよりは、原稿を重視し

た答弁であったかと思うのですが、議長として、十分な答弁だったかどうかということに

ついていかがでしょうか。 

 

石田議長 

  だいたい、十分な答弁であったと思います。今までも質問時間に対して、答弁時間を大

体同じ時間にあわせるような格好でやっていたのですが、今回、４０分の質問時間に対し

て知事答弁が１時間以上あった。ですから、答弁内容は集約して、いままでのように時間

を守っていただくようお願いしたので、だいたい質問時間と同じ時間で答弁していただ

けたと思います。 

 

記者 

  ６月議会の時と比べてもだいぶご自身の言葉は抑えられていたかと思うのですが、い

かがですか。 

 

石田議長 

  そうですね。今までは言わなくていいことまで言い過ぎていたから、慣れてきたのでは



ないですか。 

 

記者 

  ありがとうございました。 

 

 

以  上 


